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AGENDA

第７次エネルギー基本計画の概要
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（社会全体の課題）

2040年に向けた
政策の方向性

政策の
基本的視点

 エネルギー安定供給と脱炭素を両立する
観点から、特定の電源や燃料源に過度に
依存しないようバランスのとれた電源構
成を目指していく

 経済合理的な対策から優先的に講じてい
くといった視点が不可欠。脱炭素化に伴
うコスト上昇を最大限抑制

 エネルギー政策の要諦である、S+3E
（安全性、安定供給、経済効率性、環
境適合性）の原則を維持

第７次エネルギー基本計画の概要

出典：資源エネルギー庁「エネルギー基本計画の概要」（2025年2月）

脱炭素電源の拡大

 大規模な脱炭素電源開発への投資

 新技術の経済性

 人材育成や資材製造含むサプライチェーン
構築 等

国際協調

 世界情勢の変動を踏まえた安定供給とＧＸ
の同時達成 等

2 0 4 0 年 に 向 け た 政 策 の 方 向 性 と 課 題

第７次エネルギー基本計画

 2025年２月18日 第７次エネルギー基本計画が閣議決定されました。

 第7次エネルギー基本計画は、「Ｓ＋３Ｅ」、エネルギーの多様性の重要性や、ＤＸやＧＸ
の進展による電力需要増加が見込まれる中、エネルギーの安定供給確保とＧＸを同時達成し
ていく方向性が示されました。
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脱炭素電源の拡大と系統整備

 DXやGXの進展に伴い、電力需要の増加が見込まれる中、それに見合った
脱炭素電源の確保ができなかったために、国内産業立地の投資が行われ
ず、日本経済が成⾧機会を失うことは、決してあってはならない。

 再生可能エネルギーか原子力かといった二項対立的な議論ではなく、脱炭
素電源を最大限活用すべき。

 脱炭素電源への投資回収の予見性を高め、事業者の積極的な新規投資を促
進する事業環境整備および、電源や系統整備といった大規模かつ⾧期の投
資に必要な資金を安定的に確保していくためのファイナンス環境の整備に
取り組むことで、脱炭素電源の供給力を抜本的に強化していく必要があ
る。

第７次エネルギー基本計画

○ 脱炭素電源を最大限活用すべく、脱炭素電源への投資を促進する事業環境整
備、ファイナンス環境の整備に取り組む方針が示されています。
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【参考】脱炭素電源投資の重要性

2024/10/8 第64回基本政策分科会資料より引用

第７次エネルギー基本計画
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【参考】FIT／FIPによる再エネの導入容量、原子力の設備容量（見通し）

第７次エネルギー基本計画
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【参考】事業環境整備の必要性
第７次エネルギー基本計画
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【参考】2040年度におけるエネルギー需給の見通し
第７次エネルギー基本計画

○ 2040年度エネルギー需給の見通しは、諸外国における分析手法も参考としな
がら、様々な不確実性が存在することを念頭に、複数のシナリオを用いた一
定の幅として提示されました。

2025/2/18 第7次エネルギー基本計画 の概要より引用
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【参考】エネルギー需給の見通し（イメージ）

第７次エネルギー基本計画

2025/2/18  第7次エネルギー基本計画 の概要より引用
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【参考】第７次エネルギー基本計画に対する考え（電事連作成）
第７次エネルギー基本計画

2024/12/20 第7次エネルギー基本計画原案に対する考え（電気事業連合会）より引用
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大阪・関西万博における取組み
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11万博における関西電力グループの取組み一覧

提供：２０２５年日本国際博覧会協会

空飛ぶクルマの離着陸場・
充電インフラ

提供：岩谷産業

©SkyDrive

未来の都市
（スマートポール）

©Expo 2025

関西電力送配電

電力館
電気事業連合会

夢洲駅

来場者移動EVバス・
走行中給電（  2か所）

万博会場へ太陽光、
水力、原子力、水素を
組み合わせたゼロカー

ボンの電力を供給

ゼロカーボンの電力供給
水素発電実証※

画像制作：関西電力・Osaka Metro
★

⚡

⚡

⚡

★

★

バス停建設・ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに
向けた情報発信（★3箇所）

※原子力由来の福井県産水素を燃料として一部供給

水素燃料電池船※の
船舶用充電設備の導入等
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12万博会場への水素発電による電力供給

水
素
供
給
設
備

撮影方向

工事前

水素受入設備

水素ガス圧縮機

水素ガスカードル

水電解装置

2025年1月15日撮影
水素供給設備

※本実証は、経産省・NEDOによるグリーンイノベーション基金の助成を受け実施

水素発電に係る運用技術確立のため、姫路第二火力発電所のガスタービン発電設備5号機
を活用した水素混焼発電実証※を行い、大阪・関西万博会場へゼロカーボン電力を供給
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13関西電力グループが関わるプロジェクト

空飛ぶクルマの離発着場・充電インフラ
運営に協賛するオリックス(株)と連携
(株)SkyDriveと共同開発中の充電設備を提供

来場者移動EVバス
会場内外でEVバス100台以上の
運行管理と充電の最適化に貢献

会場内EVバス停
未来社会をイメージした3か所のEVバス停を建築
し、映像機器等の演出を通じて、幅広い世代の方に
未来のエネルギーに関する情報を発信

©SkyDriv
e 画像制作：関西電力・Osaka 

Metro
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14関西電力グループが関わるプロジェクト

水素燃料電池船
岩谷産業(株)の水素燃料電池船開発

（NEDO助成事業）※に参画し、
エネルギーマネジメントシステム構築と

船舶用充電設備を導入

スマートポール（関西電力送配電）
未来の都市パビリオンにて、AIカメラや太陽光、
巻付サイネージを備えたスマートポールの実証と
自身のアバターによるAR体験

画像はイメージです ©Expo 2025

提供：岩谷産業

※「商用運航の実現を可能とする水素燃料電池船とエネルギー供給システムの開発・実証
（燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業）」



ご清聴ありがとうございました。


